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１．はじめに
　（平成23年度採択文部科学省 大学の世界展開力強化事業）キャンパス・アジアでは、2012（平
成24）年２月から長期留学プログラムとして、中国（吉林大学）および韓国（成均館大学）に学
生（各5名）の派遣を実施している。派遣期間は半年または１年間である。また、本プログラム
は全学の院生・学部生を対象としている。学生派遣にともない、派遣時期にあわせ、2012年春期、
2012年秋期、2013年春期に其々派遣前研修を実施した。これまでに実施した派遣前研修における
受講生数（派遣者数）および実施時期は下表の通りである。
　初年度（2012年度）の派遣前研修は、それぞれ派遣直前のタイミングで3日～１週間施行され
た。語学に関して派遣先言語（中国語または韓国語）及び共通言語（英語）の講義を毎日各１時
派遣開始学期 人数（内訳） 派遣前研修時期
2012年春期 ９名（吉林4、成均館5） 2012年２月
2012年秋期 ２名（成均館２） 2012年8月
2013年春期 9名（吉林5、成均館4） 2012年12月～2013年2月
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要旨
　キャンパス・アジアでは長期派遣学生に対して語学（中国語あるいは韓国語、および英
語）を中心とする「派遣前研修」を実施している。2013年度春期学生派遣に際して、前年
度の研修内容を改良し、派遣前研修プログラムを実施した。改良の要点は、１）派遣学生
の決定から渡航までの継続的最長期間を利用すること、２）チューター制度を活用し、グ
ループ講義・対面学習（チューター）・自習支援という複数の学習機会を組み合わせた点で
ある。派遣前研修は、短期間ではあるが、留学経験の乏しい学生にとって、実質的・心理
的準備を支援する重要な役割を果たすことが成果として確認された。本研修プログラムの
一定の成果と課題は、今後増加していくと考えられる派遣留学プログラムの充実化を図る
に際して共有できるものであると考える。
キーワード：留学生派遣、外国語学習、派遣前研修
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限行い、これに「日中韓の現代事情」に関する講義を加えた内容が基本となっていた。
　本プログラムで派遣する学生は、通常は中国語、韓国語の初級あるいは中級を履修済である。し
かし、キャンパス・アジアでは、派遣先で語学習得のみならず専門科目を学ぶことを目標として
いることから、そのために必要な派遣学生の言語能力が低いことが指摘されてきた（1）。派遣学生
の語学力向上に係わる課題を改善するためには、一定の期間をかけた段階的な学習プログラムが
必要である。本学キャンパス・アジアでは、一連のプログラムの中で「中国・韓国留学体験ワー
クショップ（2）」、「夏期短期語学研修（3）」を実施しており、これらは単発で参加する学生もあるが、
継続的に次段階のプログラム即ち「短期留学」から「長期留学」に参加する学生にとっては段階
的な語学研修としても位置づけることができる。しかし、より直接的に長期派遣予定の学生に対
して派遣準備として行う語学研修を強化する必要があることは否めない。派遣直前の3日～１週
間程度の語学講座では実質的な意味は殆ど望めない。
　本論では、こうした前年度までの派遣前研修の実績や改善の必要を踏まえ、筆者が担当するこ
ととなった2013年度キャンパス・アジア長期留学生派遣前研修について概観し、受講学生からの
評価を中心にその成果について考察する。なお、キャンパス・アジアの派遣前研修は、日中韓の
現代史や現代事情、「共通善」に係わる講義も含むが、本論では特に言語（中国語および韓国語）
学習に係る内容について考察することとする。
　今後も外国語学習を必須とする各種の派遣留学が拡大するところ、効果的な派遣前語学学習支
援の在り方を模索することは、海外への学生派遣を通じてグローバルな人材育成プログラムを展
開している本学の国際センターにおいても今後注目していくべき課題であると考える。
２．2013年度派遣前研修における変更・要点
（1） 期間：2012年11月末に派遣学生の選考を終えたところ、派遣決定学生に通知後、即時に派遣
前語学研修を開始し、渡航までの最長期間（10週間）を研修期間とした。（※前年度は渡航直
前の２月に実施。）
（2） 内容：①語学（中国語もしくは韓国語）②語学（英語）、③日中韓現代事情など、④「共通
善」教育　※基本的な内容構成は変更ないが、語学講座の時間数を増やした。
（3） 語学研修の方法：中国語もしくは韓国語に関して、①講義（専任教員）、②グループレッスン
（チューター採用）、③個人チューター（チューター採用）の3種類の機会を設け、様々なネ
イティブ講師から様々な形で学習する機会を設けた。
（4） オリエンテーション：12月5日にオリエンテーションを開催し、目標、内容、日程を明確化
して派遣前研修へのモチベーションを上げるよう工夫した。カレンダーを作成し、配布した。
（【資料１：2013派遣前研修カレンダー】参照）
2－１．派遣前研修（10週間）の日程
　研修は、2012年12月5日（水）（研修オリエンテーション、グループレッスン、チューター）か
ら2013年２月15日（金）（派遣前オリエンテーション）まで10週間実施した。実施期間中の日程は
以下の通りである。（個人チューター学習は別）
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 【資料１：2013派遣前研修カレンダー】
12月5日（水）派遣前語学研修スタート日 スケジュール
12月　2012年（平成24年）　　
【3限：12：45－14：15　　　4限：※14：45－16：00　　　5限：16：15－17：45】
　（専）＝専任教員、（GT）＝グループチューター、（外講）＝外部講師　　
１月　2013年（平成25年）　　　
【3限：12：45－14：15　　　4限：14：30－16：00　　　5限：16：15－17：45】
　（専）＝専任教員、（GT）＝グループチューター、（外講）＝外部講師
中国語グループ 韓国語グループ
（3限） 12：45-14：15 中国語（GT） @C23
 14：20-14：40 研修ガイダンス @C22  14：20-14：40 研修ガイダンス @C22
（4限） 14：45-16：00 ENGLISH　※75 min @C22 （4限） 14：45-16：00 ENGLISH　※75 min @C22
 16：00-16：15 チューターマッチング @Cラウンジ
※希望者はそのままチューターと初回学習をしてもよい
（5限） 16：15-17：15 韓国語（GT）※60 min @C23
 17：15-17：30 チューターマッチング @C23
※チューターとの初回学習予定日を相談し、事務局まで連絡
Classroom: C25    C25    C23     C25 
日 月 火 水 木 金 土
25 26 27 28 29 30 1
2 3 4 5　●研修スタート⇒
3限：中国語（GT）
●14：20-：研修ガイダンス
4限：ENGLISH（外講）
5限：韓国語（GT）
●チューターマッチング
6
5限：中国語（専）
６限：韓国語（専）
7 8
9 10
１限：韓国語（専）
11
６限：中国語（専）
12
3限：中国語（GT）
4限：ENGLISH（外講）
5限：韓国語（GT）
13
5限：中国語（専）
６限：韓国語（専）
14 15
16 17
１限：韓国語（専）
18
６限：中国語（専）
19
3限：中国語（GT）
4限：ENGLISH（外講）
5限：韓国語（GT）
20
5限：中国語（専）
６限：韓国語（専）
21 22
23
天皇誕生日
24
振替休日
25
６限：中国語（専）
26
3限：中国語（GT）
4限：ENGLISH（外講）
5限：韓国語（GT）
27
5限：中国語（専）
６限：韓国語（専）
28 29
30 31 1　　元日 2 3 4 5
日 月 火 水 木 金 土
30 31 1　　元日 2 3 4 5
6 7
１限：韓国語（専）
8
６限：中国語（専）
9
3限：中国語（GT）
4限：ENGLISH（外講）
5限：韓国語（GT）
10
5限：中国語（専）
６限：韓国語（専）
11 12
13 14
成人の日
15
６限：中国語（専）
16
3限：中国語（GT）
4限：ENGLISH（外講）
5限：韓国語（GT）
17
5限：中国語（専）
６限：韓国語（専）
18 19
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２月　2013年（平成25年）　　　
【3限：12：45－14：15　　　4限：14：30－16：00　　　5限：16：15－17：45】
（専）＝専任教員、（GT）＝グループチューター、（外講）＝外部講師
2－2.派遣前研修（中国語／韓国語）実施時間数の内訳　
①専任教員（ネイティブ）による講義：週２回（1.5hx２）x10w　　　　　　　　 計30h
②グループレッスン（ネイティブ）による学習：週１回（１h）x10w　　　　　　 計10h
③個人チュータ （ーネイティブ）による学習：週２～3回（１－1.5h）x10w＋＋　　計45h　（目標値）
3．チューターとの個別学習の導入について
３－1.チューターの募集および選考
　チューターは、本学在学中の中国人・韓国人留学生から募集した。キャンパス・アジア留学生
（吉林・成均館）から選抜することも可能であるが、本プログラムの各種行事（4）で既に交流を
持っている場合もあるので、既知の学生どうしではなく、互いに適度な緊張感をもたせると同時
に、より多くのネイティブ・スピーカーの中国・韓国語に触れることを目的として、別途広報、募
集した。
　これに対して、特に中国語に関しては多数の応募者があり、応募者の学習指導レベルは（チュー
ター経験、年齢、応募動機など）高水準と思われた。中国語も韓国語も、共に定員を超える応募
者があったため、応募者に対して書類および面談の上で選考することとし、キャンパス・アジア
担当教員がこれに当たった。（選考基準は、語学指導経験や志望動機など）
　なお、語学指導経験の特に高いチューター（専門の語学学校で指導した経験等を有する大学院
生）が得られたところ、グループ・チューターとして別講座（グループ・レッスン）を開講し、担
当してもらうこととした。
20 21
１限：韓国語（専）
22
６限：中国語（専）
23
3限：中国語（GT）
4限：ENGLISH（外講）
5限：韓国語（GT）
24
5限：中国語（専）
６限：韓国語（専）
25 26
27 28
１限：韓国語（専）
29
６限：中国語（専）
30
3限：中国語（GT）
4限：ENGLISH（外講）
5限：韓国語（GT）
31
5限：中国語（専）
６限：韓国語（専）
1 2
日 月 火 水 木 金 土
27 28 29 30 31 1 2
3 4
１限：韓国語（専）
5
６限：中国語（専）
6
3限：中国語（GT）
4限：ENGLISH（外講）
5限：韓国語（GT）
7
5限：中国語（専）
６限：韓国語（専）
8 9
10 11
建国記念の日
12 13
集中（中国語）（専）
14
集中（韓国語）（専）
15 ←研修終了
●出発前総括
　ガイダンス
16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27●派遣学生 出発（予定） 28 1 2
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３－2.チューターのマッチング、チューター面談
　派遣までの一定期間を個別学習するについては、互いにある程度相性の合う組み合わせである
ことが必要である。事前に行った面接等に基づいて、派遣学生の性格、語学力、関心、性別、お
よびチューターの人柄（雰囲気）、関心、年齢、性別等を考慮し、可能な限り適当と思われるチュー
ターと派遣学生のマッチングを行った。（11月下旬）
　チューター学習に関する目的や要領の明確化を図るため、チューターに決定した学生に対し、個
別に派遣前語学学習の到達目的や要領を説明するための面談を行った。
３－3.研修オリエンテーション、中間モニタリング、派遣前オリエンテーションの実施
　まず、12月5日に「CA派遣前語学研修のオリエンテーション」を開催し、派遣前語学学習へ
のモチベーションと実施要領の理解を促進した。この日を開講初日として、オリエンテーション
に続いて、グループ・レッスン、チューター紹介を行なった。早速チューターとの個別学習を開
始した組もあった。研修の中間地点で学習状況を確認する中間モニタリング（特にチューター学
習）を行った（5）。（【資料２：チューター中間モニタリング】参照）
また、派遣前研修の終了時には、個別学生面談、最終的に派遣前オリエンテーションを実施した。
【資料２-１：チューターモニタリング（実施実績表：１月末現在）】
【資料２-２：チューターモニタリング（抜粋）】
中国語
チューター 派遣ＣＡ学生 1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 9回 10回 11回 12回 13回 14回 15回 16回 17回 TOTAL
ａ A
12/7 12/11 12/13 12/15 12/17 12/19 12/20 12/21 1/8 1/10 1/11 1/17 1/21 1/22 1/24 1/28 1/29
32
1.5 1.5 2 1.5 2 1.5 1.5 1 2 1.5 1.5 2 3.5 3.5 1.5 2.5 1.5
b B
12/5 12/7 12/19 12/20 1/16 1/18 1/23 1/25 1/26 1/27 1/29    
15
1 1.5 0.5 1.5 1.5 1.5 1 1.5 2 1.5 1.5       
c C
12/7 12/10 12/12 12/14 12/17 12/18 12/21 12/25 1/7 1/8 1/11 1/14 1/15   
19.1
1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.3 1.3 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5     
d D
12/6 12/11 12/17 12/18 1/8 1/15 1/18 1/22 1/24 1/29     
16.5
1.5 2 2 2 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5        
e E
12/10 12/12 12/13 12/17 12/19 12/20 12/26 12/27 1/8 ? ? ? ?   
19.5
1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5     
韓国語
f F
12/6 12/10 12/12 12/14 12/17 12/19 12/20 12/26 ? ?        
13.7
1 1.5 1.5 1.5 1 1.5 1.7 1.5 1 1.5        
g G
12/10 12/14 12/17 12/19 1/7 1/9 1/15 1/21 1/23 1/25    
18.25
2 1.3 1.5 1.3 2.9 1.5 1.5 3 1.75 1.5        
h H
12/7 12/10 12/12 12/14 12/17 12/19 1/7 1/8 1/11 1/15 1/21 1/22 1/25   
21
1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 2 2.5 1.5 1.5 1.5 1.5     
i I
12/6 12/7 12/11 12/13 12/14 12/18 12/20 12/21 12/26 12/27 1/9 1/10 1/15 1/16 1/17  
26.85
1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.5 1.75 1.5 3.25 3.75 1.6 1.5 1.5 1.5 1.5   
（2013/01/7~10）「チューター中間モニタリング」
１.中国語の5組、韓国語の4組はほぼ押並べて、週3回、各９０分というペースで学習を行っている。
２. 利用実績（別紙参照の通り、およその中間地点である１月９日現在のチューター利用実績は、平均し
て約１２時間である。4.5～22.35時間と幅があるが、個人的事由により前半期に時間のとれなかった一
名の学生（4.5h）を除いて、平均的に週・3日計5時間程度の学習をしている。（グループレッスン
および２回の講義を加えると、週１０時間程度の語学研修時間を提供している。）
3. 各チューターが、個々の担当学生の希望（e.g. 発音、イントネーション、日本語にない音声の練習、
トピック）や、弱点（e.g. 話す勇気、口語的語彙、聴き取り能力）を抽出し、それに合わせて指導内
容を留意工夫している。
4. 文法的・語彙的な知識を具体的にどのように使用して会話を組み立てることができるかを指導するこ
とにより、学生自身が納得し感動したりするようだ。（知識が実践に結びつくための橋渡し）
5.進捗度については、一か月間の明確な成果が以下のようにチューターから報告された。
　⃝　 開始当初は、「現地語のみ」といっても、日本語で補助しなくては説明等ができなかったが、今は
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4．チューターによる個別学習に関する考察
　中間および最終段階で行ったチューターとの面談を通じて、各学生の語学力や語学環境への順
応（その言語のみを聴き、かつ使用する環境）に関しては、明らかな成果があることが多くのケー
スで確認された。個々の学習の必要点に細やかに対応できるチューター制度の活用実績も良好で
あった。
　チューター学習は効果的かつフレキシビリティもあると確認できるところから、派遣前語学研
修の期間（～２／15）終了後も、可能な学生に関しては２月末の出発直前までの期間、チューター
学習を続けるよう奨励することとした。なお、現行の選考時期では、10週間＋の研修が最大可能
な期間であったが、実時間を増やすことが語学力の向上に繋がることを考えると、派遣前の準備
期間をさらに長いものとする（選考を早める）ことができるのか検討することは一考の余地があ
る。
5．研修終了時の実績と成果評価
　派遣前研修の終了時に、学生に対してアンケート調査を行った。アンケート調査は、項目別の
5段階評価と記入式評価の２種類を無記名で対象学生全員（中国組5、韓国組4：計９名）に行っ
た。（【資料3：学生用アンケート１・２】）以下では、この学生アンケートの評価分析、学生の自
己評価（面談による聴取）、チューター分析を参照しながら、2013年度のキャンパス・アジア長期
留学生派遣前研修の成果を各項目別にまとめることとする。
【資料3：学生用アンケート１】
　
５段階評価（５＝非常に良い、４＝良い、３＝どちらでもない、２＝良くない、１＝全く良くない）で○を記入してください。
○チューター・個人レッスン	 ５　　・　　４　　・　　３　　・　　２　　・　　１
○チューター・グループレッスン	 ５　　・　　４　　・　　３　　・　　２　　・　　１
○専任教員による中・韓国語講座（言語）	 ５　　・　　４　　・　　３　　・　　２　　・　　１
○英語クラス	 ５　　・　　４　　・　　３　　・　　２　　・　　１
○自習用教材貸出　	 ５　　・　　４　　・　　３　　・　　２　　・　　１
○専任教員による講座	 ５　　・　　４　　・　　３　　・　　２　　・　　１
殆ど中国語のみの説明でも指導を進めることができるようになっている。
　⃝　始めは、言っていることが殆どわからなかったようだが、今は６０～７０％の理解がある。
　⃝　 当初は中国語を話す自信や勇気がなかったようで、いつも日本語で話しかけてきたが、今は中国語
で話しかけてくるし、だんだんと中国語での会話が弾むようになり、（チューター自身も）仲良く
なり楽しい、と感じている。中国語を積極的に話すことができるようになっている。
　⃝　基本の発音が明らかに上達している学生がある。
　⃝　 真面目に課題をこなすが、自発的な学習や学習への工夫がみられず、発音の向上などある一定の成
果は見られるが、語学力推進という観点からは絶対的な時間が不足していると感じる。
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【学生用アンケート２】
5－1.チューター学習について
　（１） （利用実績）使用状況は、週3（各90分）x10週間のペース（計45時間）を理想としたが、
試験期間など多忙な時期も重なり、総時間数は（23.5～42時間）平均27.8時間であった。
　（２） （評価：個人チューター）自分のペースで時間調整ができ、細かな指導が受けられるチュー
ター制度は、学生の評価があった。
　（3） （評価：グループレッスン）週１のグループレッスンは、レベルに合わせた細やかな指導
がよかったが、週１回なので、参加率がやや低かった。
（4） （成果：例①）「当初、当該言語では殆ど聴き取りできなかった学生の自己評価で、終了時
には60～70％理解できたと感じられるほどに向上した。」
　　　 （例②）「当初、当該言語を話す自信や勇気がなかったが、終了時には恐れがなくなり、積
極的に使ってみることができるようになった。」
　　　（例③）「基本的な発音が上達した。」
5－2.中国語・韓国語講義（キャンパス・アジア専任教員）
　（１） 丁寧に基本を教えること、宿題形式で取り組ませること、他の（大学教養科目？）とは違
うところ、に学生の評価があった。
　（２） （評価コメントより）「宿題が多い」ことが、ためにはなるが、大学講義や試験と重なり
「負担」となった。
　（3）（評価コメントより）「テキストが簡単すぎた。」
　（4）（評価コメントより）「発音が気になった。」
来年度以降の標記研修プログラム運営の参考にするため、以下の項目に回答お願いします。
（どちらかに○：　韓国組・中国組）　　　　　　　　　　　　　　　　　（記入日：　　　年	　　月　　日）
評価項目 担任評価 良かった点 改善すべき点 その他
チューター
個別レッスン
（チューター
名：　		　　　　　）
チューター
グループレッスン
専任教員による
中・韓国語講座
（言語）
専任教員による
講座
（言語以外）
英語クラス
自習用教材貸出 レベルに合っていま
したか？
キャンパスアジア教
職員の全体的な対応
（説明や連絡など）に
ついて、自由に書い
てください。
本プログラムに対するご意見や、留学後のアフターケアのご希望など、何でもご自由にご記入ください。
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5－3.日中韓現代史・共通善講義（キャンパス・アジア専任教員）
　（１） （評価コメントより）「今まで気にしてなかったことばかり」だったのでよかった、「歴史
について考える機会」ができてよかった。「中国、韓国人が日本をどう見ているのかを教
えてもらったこと」は勉強になった。
　（２） （評価コメントより）「専任教員やキャンパス・アジアの目指しているものというのがわ
かったが、もっと客観的な見方とか、“こういうことを言う人もいる”というのを知りた
かった」講義内容がCAや担当教員の考えに基づくもので、一般的な考え（関係他国？）
の視点が欲しいという指摘があった。
　（3）（評価コメントより）「もっと多くの時間をかけてもよい。」（複数）
　（4） こうした分野に関しての学生の関心、知識、考察が基本的に不足していることも明らかに
なった。
5－4.英語クラス　（外部講師・ネイティブ）
　（１） （利用実績）出席者数は平均２～６名。少数は少数なりの集中的な授業を行ったが、全体
的には開講講座に対して積極的に出席する姿勢も欲しかった。
　（２） （担当講師からの評価）全クラス出席した学生が２名あり、その２名は特に、着実な会話
能力の向上をみることができた。
　（3） （担当講師からの評価）全体的に、語学能力以前に、時事問題への関心や自国社会や文化
に関する知識などが著しく低く、コミュニケーション能力の向上とともに教養教育の充実
が必要と感じられた。
　（4） （評価コメントより）時事問題や文化について考えるという機会にもなり、「楽しく、厳し
く、役立った」。
5－5.研修時間数・頻度・期間等についての評価　
　5段階評価の平均値は以下の通り。（5段階評価：5が「最大に増やしてほしい」）
　①　チューター（グループ）：　　　 3.4
　②　専任教員（中・韓）講座：　　　 3
　③　専任教員（日中韓史）講座：　　3.6
　④　英語講座：　　　　　　　　　　3.4
　⑤　研修全体：　　　　　　　　　　3.8
　 以上の結果より、各講義の回数は概ね適当（「3」）であるが、専任教員による「日中韓現代史」、
「英語」、「グループチューター」は、「より増やしてもよい」という評価であった。また、全体
の研修期間（＝10週間）は「やや短い（もっと長くてもよい）」と感じた学生が多かった。
6．まとめ：派遣前研修の成果
（１）語学力の向上：
　チューターとの面談を通じて、各学生の語学力や語学環境への順応（その言語のみを聴き、か
つ使用する環境）に関しては、一定の成果があることが多くのケースで確認された。指導者評価
および学生の自己評価から、全体的には個々の語学レベルには一定の進歩が認められた、と結論
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づけられる。　　　
　個々の学生が、派遣前学習により、留学先での開始語学級レベルが１段階上げられることを目
標にすることを伝えていた。（１級→２級、２級→3級など）もちろん、そうした成果は具体的に
判定できるものではないが、ひとつの目安として掲げたのである。結果的に2013年度派遣学生の
うち現地での語学開始レベルが中級（初級ではなく）に該当した者は、前年度に比べると中国お
よび韓国で各１名、２名増えた。また、とりわけ開始当初に最低レベルの学生では、ネイティブ
の会話が「殆ど聴き取れない」、話力としては「全くしゃべれない」場合もあったが、聴力、会話
力共に向上したことが確認できた。　
　個々の学習の必要点に細やかに対応できるチューター制度は特に好評で、継続的活用実績に表
れていた。留学先で「専門教育」を習得するレベルを目指すとすれば、まだそのハードルは高い
が、留学生活への導入としての語学力向上には成果があった。
（２）メンタル：
　派遣前研修を通じて、当該国の外国語に極力触れる機会を持ち、また語学力の向上を自覚した
ことにより、語学力に関する漠然とした不安は払拭され、代わりにより具体的な課題意識へ変化
したと思われる。留学への多くの学生は明確な目標をもって留学に臨んでいることから、派遣前
研修を自己実現の一つの段階として捉えて活用しているように見受けられた。なかに、留学の目
的や当該国への関心が曖昧な学生もいたが、語学研修を通じて最低レベルだった自らの語学力が
向上した自覚を得たことによって、逆に派遣国への関心や留学の目的が明確に生まれたとする者
もあった。全体的に、派遣前研修（語学および他講義）を通じて留学生活へのモチベーションが
上がり、メンタルな準備が整ったと言える。また、キャンパス・アジア留学生として、この期間
を過ごすことにより本プログラム参加生としての自覚を備えることにも繋がった。
（3）連帯：
　一定期間を共に学習する機会が設けられたことにより、学部や学年の異なる派遣学生達が、留
学前から相互に知り合い、交流することができた。これにより相互の情報交換や助け合いが可能
になっただけでなく、連帯感を養うことができた。
7．今後の課題
　派遣学生の語学学習へのモチベーションは十分にあるといえる。そもそも留学への関心は未だ
欧米志向である中で、中国や韓国への留学を志す学生の多くは派遣国の文化や経済、歴史につい
て特別の関心を持っていたり、自分の進路に係る特定の目的意識を持っている場合が多い。した
がって、留学における目的やその支柱となる語学力習得に対して具体的な目標も設定しやすいと
思われる（６）。しかし、こうした留学プログラムにおいては、派遣前研修に見られるように個人留
学であれば自分の力で行わなくてはいけない準備が用意されているということになる。与えられ
るもので充足しないで自ら創意工夫をし、貪欲に学習をする自律心を養うにはどのようなプログ
ラムであることが望ましいのかを考える必要もあるだろう。
　また、集中的な語学学習により、ある程度の語学力向上の成果は見られても、留学先での「専
門科目」を履修するというレベルを目指すとすれば、まだそのハードルは高いということは間違
いない。派遣研修の終了時期に行った個別面談でも、学生の多くは「派遣前の学習の成果を実感
できている」ものの、この点（専門科目の学習）においては当然ながら未だ不安も抱えているこ
ともわかった。派遣学生の語学力を総合的に向上させるためには、こうした特定の派遣前研修の
期間や内容を充実させることは必要だが、より継続的、基礎的かつ実践的な語学学習を大学教育
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の全体的枠組みの中で建設的に構築していくことが望ましいと思われる。既に開始されている、英
語を焦点としたグローバル人材育成の観点に加えて、これらの他外国語に関してもそうした取り
組みが行われることが、アジアを指向する学生の留学を含んだ人材育成プログラムにおける学習
の、量的・質的拡大を可能にすると思われる。
　歴史、文化に対する教養的知識や、深い問題意識（歴史認識など）が欠如していることは、日
中韓三国交流を行うキャンパス・アジア　プログラムの基礎としても、また一般的にグローバル
な人材を育成する観点からも課題であると言えよう。また、こうしたテーマについては、単に“知
識”を授ける学習ではなく、発表や討論、議論の実践力を伴う教育であることも必要であろう。即
ち、個々の学生がこうしたテーマについて自分の頭で考え、自分なりの意見や疑問を持ち、これ
を発信する力を身につけることが望ましい。
　この派遣前研修の主眼は語学研修という位置づけであるものの、東アジアの「共通善」、現代の
課題、共通の価値観といったキャンパス・アジアのテーマを提起するような授業を派遣前教育に
不可欠の構成として、包括的に実践していくことも今後の課題となろう。
注：
（１） １年間派遣する学生に関しては、基本的には前半期を派遣先の語学院あるいは語学堂にお
ける言語授業を通じた語学習得に集中し、後半期に専門科目の受講を加えて履修すること
としている。
（２） 2013年3月に一週間実施した。中国（上海）と韓国（ソウル）において各3日間研修を行
い、プログラム中の課題である「共通善」というテーマに沿った文化、産業、社会見学、体
験学習を通じて中国・韓国さらには東アジアへの関心を具体化し、学習意欲を促進するも
の。研修中に、簡単な語学レッスンが含まれているが、語学学習が中心のプログラムでは
ない。
（3） 中国（吉林大学）、韓国（成均館大学）において8月中に4週または3週間、語学研修を実
施。
（4） パートナーシップ、セミナー、カンファレンス等
（5） 各チューターから学習日の終了後事務局にて「業務報告」を受け、チューターの利用状況
を把握した。学習状況が著しく停滞していると思われる場合には、当該学生に対して声が
けをした。
（６） 派遣研修の終了時期にあわせて行った派遣前の個別面談では、学生の語学習得に関しては、
個々に目標を具体的に設定するように確認した。多くの学生は留学終了時に語学検定の最
上級（中国語検定６級など）を取得することを目的とした。
